












勝機:第44巻， 5号 2004年10J1 
05輔3 路大総胞神経内分絡麓蕩 (LC封EC)とA、綴陶器
(8C1.O)における遺伝子発現議義の鱗蟻的解析















139) を舟いた e 以~NEC の縫議総総は，組織機本中より laser















ユニット 2遺伝子， 2クローンは免疫グロプリン l遺伝子，そ
の他lクロ}ンがイオンチャンネルの制f却に関与すると推理4
されている遺伝子(neurona倫t;NNA'lつであった.また.cDNA
断片i湾士がキメラ構造を影成したクローンが 16クローンあ
り，その内の3クローシにはそれぞれ異なる機能未知の open
reading-frameが合まれていた，
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